
勤務時間管理の徹底を起点とする
教育委員会の総合的な取組

令和２年１月３１日

北九州市教育委員会

～子どもと向き合う時間の確保をめざして～

令和元年度「学校の働き方改革フォーラム」



北九州市の概要

市立学校数等（令和元年5月1日現在）

※分校１校含む。

校種 学校数 児童生徒数 学級数
教職員

現員数

幼稚園 4園 102人 12学級 29人

小学校 ※ 130校 47,082人 1,881学級 3,117人

中学校 62校 22,205人 780学級 1,669人

特別支援学校 8校 1,240人 316学級 761人

高等学校 1校 688人 18学級 55人



これまでの働き方改革の主な取組み

【勤務時間管理の実施】

・平成25年1月から、校務支援システムの
出退勤管理機能を利用して勤務時間を管理

・データを教育委員会において把握・分析し、
学校への情報提供や健康被害防止対策に活用

［ICカードリーダー］
［出退勤登録画面］



出退勤登録の徹底

①文書による通知（毎年度）

②学校担当課長の学校訪問（年２回）

③校園長会議（年複数回）



勤務時間外における在校時間とは



在校時間の状況①



在校時間の状況②



５年以下 ６年以上 合計

月平均在校時間
(小学校教諭)

41:25 32:00 34:57
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平成２９年度 経験年数別 月別在校時間の推移

（小学校教諭）

５年以下(経験年数)

６年以上(経験年数)

在校時間の状況③



在校時間の活用

①働き方改革の取組の成果の指標の一つとして

②働き方改革の取組の基礎資料として
【例】
・４月の在校時間が長い →内示日の前倒し

・若年教員（特に新採）の在校時間が長い
→WEB研修の導入

・教頭の在校時間が長い→事務の平準化



意識調査の活用

平成２８年度の意識調査では、事務処理を
負担に感じる教員が最も多かった。

【平成３０年度】
「スクール・サポート・スタッフ」の配置
→小学校４０校（児童数の多い学校から）

【配置校の教諭等の在校時間】
3３時間４４分（H29年度）

→３０時間４７分（H３０年度）



学校における業務改善プログラム<第２版>①

【平成３１年３月】
「学校における業務改善プログラム<第２版>」
を策定

①意識調査結果

平成３０年度と平成２８年度の比較

②在校時間

勤務時間外における在校時間の分析

③在校時間の上限目標

④学校を支援する教育委員会の取組

⑤学校の取組（好事例）

など



１ 職員提案報告会の実施
（令和元年１２月２５日）

２ スクール・サポート・スタッフや
部活動指導員の増員

３ 専科指導の充実 など

学校における業務改善プログラム<第２版>②



【学校の好事例】

学校における業務改善プログラム<第２版>③



【勤務時間の管理を徹底する上で】

出退勤管理の徹底
→在校時間の見える化

おわりに①

正確な教員の働き方が把握ができる

→働き方改革の第一歩



①子どもと向き合う時間の確保
→いきいきと教員が子どもと
向き合えるように

②様々な教育課題の解決

→スクラップ＆ビルドを念頭に

今「学校における働き方改革」
を取組まなければならない！

おわりに②



ご清聴ありがとうございました。


